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3.ス ギタマバエ 等 の防 除 に 関す る研 究

Lス ギザイノタマバエ に関する研究

汰 木 達 郎

中 島 誠

阪 本 賢 一

本虫は昭和28年 宮崎県加久藤営林署管内で初めて発見され、その後南九州の各地でその被害

が発生 してきているものであるが、宮崎地方演習林で も本虫の被害が昭瀦40年 に発見され、そ

の後の調査で附近の民有林にもかな1)まんえん していることが認められた。現在のところ本演習

林の被審太は生長にそれ程の影響を受けていないように見られるが樹皮内部の喰害、それに伴な

う剥離が著 しぐ繁殖の如何によつてはかなりの被害を受けることが予想され・早期に防除対策を

たてる必要があり、その墓礎資料を得るため、被害樹について種々の調査をおこなつている。

嬬 融 の詳細な囎 蝋 況については臓11《 鐵 しか る。

1.ス ギ ザ イ ノ タ マ バ:一 の 調 査

調査方法

1林 班 に小班 内に調査木40本 を選定 しそれ より昭和48年6月 以降毎月i闘 ～2回 窪0×10

戯 の樹皮を剥皮 して各個体数を調査 し渇 その結果 を示す と次表の と慶 りである。 図は幼虫(赤

色)の 発生状況を示 した ものである。
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図2.(昭$轟41.Ge.6～42.4.37)

(注)昭 和 類 年 賃O月6臼 より調査木を更類 して資料を採集 した。



2.T-Z5乳 剤Aに よるスギザイ ノタマバエ の

殺虫効果試験

松 ぐい虫 の駆除 剤と して使用 されている市販のT・一一Z5乳 剤Aは スギザイ ノタマバエ に もかな

りの効果を厨 という試験蘇2為 るの抵 本演の囎 木についてもその鯛 試験を行なつて

み たが、本演の試験結果では見るべ き効果 は認め られなかつた。

1.試 験方法

A・ 場 所1林 班に小班 内

B.試 験 木10本(27年 生)

・・散布鱗 量(1塑 釧T-Z5乳 剤の1晧 液toOOc脇 当り

D.薬 剤散布範囲 地上5m以 下(噴 霧器使用)

E.地 況 南々東、 傾斜15f'

腰 施 朋 昭和42年1月2・ 日(晴)皇lllll

」1.結 果

2月16日(同 斉【撒 布後26日 目)各 試験木 より10cm×10cmの 資料を採取 して、その効果

について調査 した結果は次表の とおりであつた、

T一 ス5乳 剤A一 効 果 試 験

昭iF,742年2月16日 謹(昭 和42.1.20散 布〃42
.2.16採 取)

処理 後26日 目の調査では幼虫の死滅 している ものが 処理前に比較 して多数認 め られ たが、生

存している功虫 もかな り多数存在 してお り・夷剤効果は予想 よりも僅少であつた。 ほ 蜜同季節の

?ノの試駿では樹 皮・nS当り20倍 液5σeccの 散布で18日 目で全滅 しているのに本試験では効果

が頑著でなかつたのは前者が伐倒 した 皮付丸太であつたのに対 し、本試験 は立木 に対 してであ り



樹 皮内部の棲 息環 境がかな り異なること、雨 による薬剤の樹幹流下量が名 ぐ内部への浸透 も難 し

い こと等が大 きぐ影響 しているのでは ないか と考 えられる。

分 小野一已 。汰木達郎 。中島誠 スギのタマバエ 類に関する 研究(第 壌報)

一 一一スギザイノタマバエ の生態 一・-rg22回 譲林九林

講1966.

2)熊 本 営林 局経営部遣林課 丁一・-Z5乳 剤Aの スギザイ ノタマバエ に対する殺虫効

果実験。

各種 試験地 の設定

汰 木 達 郎

喋〉 林内微気候観測試験地

スギ林内の微気候が他の森林とどのようにちが うかをしらべ、とぐに当面問題となつているス

ギの〔タマバエ類〕の生態的友防除に対する環境面の基礎データを得ることを目的として試験地

を設定し諸種の環境因子について測定を行なつている。

試験地の状況

地況 西北、傾斜15～2ず

林況f9林 斑スギ林(昭 和 壕6年 植栽)toよ び隣接広葉樹林

スギ林は植栽間隔 乳8×3.8mで 過去間伐は行なわれていない。その一部を等高線に

直角左方向に窪列論きに列状間伐 を行授つたo

広葉樹林はブナ ・ミズメを主とする拷高 窪5～16mの 林分o

測定方法

上記のスギ林(未 間伐区 ・間伐区)・ 広葉樹林内に自記温湿度計 ・自記地中温度計 ・寺田

式土壌水分計を装置し地上1.Omの 温度 ・湿度、地中10cmの 温度、地中20enの 土壌水分

を測定することにした。

また一一定期間毎に林内照度を測定することにした。

測定時期

贈和41年6月 よ釦 年間の予定で灘定を始めた。


